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佐々木専務） 

平井会長、本日はお時間をいただきありがとうございます。今回は、山形を代表する企業であり、

蔵王ライザワールドを運営されているヤマコーグループのトップである平井会長に、ライザ

ワールドのこれまでの取り組み、今後の戦略などについて、お話を伺います。まずは、ライザ

ワールドの現在の状況に至るまでの歩みからお聞かせいただけますでしょうか。

令和8年6月18日

1974年3月東京経済大学経営学部を卒業 

1974年4月に山形交通株式会社（現：株式会社ヤマコー）入社。2007年6月に取締役 

・不動産事業部長に就任。2009年6月には常務取締役・不動産事業部長兼商事事業部
長に就任し、2011年6月に専務取締役就任。2012年3月に代表取締役社長を経て、
2025年6月代表取締役会長に就任。平井 康博 会長

山形県上山市に位置する「蔵王ライザワールド」は、近接する大型スキー場である蔵王温泉スキー場

と一線を画したポジショニングを確保しつつ、年間を通じて多様な価値を生み出す「オール

シーズン・マウンテンリゾート」への変革を力強く推進している。 

インバウンド受け入れ態勢の工夫、安全管理やスキースクールを巡る課題、そして蔵王の象徴で

ある「樹氷」の再生・活用に向けたプロジェクトの推進まで、次世代を見据えたリゾート経営への

具体的な取組みについて、お聞きしました。

平井会長） 

私ども株式会社ヤマコーは、山形県を中心としたバス公共交通、不動産、流通、そして観光

レジャーなど、地域と密着しながら歩んできた企業です。  

私自身、この蔵王ライザワールドに関わるようになったのは平成4年（1992年）の秋のこと
でした。当時はまさにスキーブームの絶頂期、バブル経済の名残が色濃く残る時代です。翌

平成5年（1993年）にリニューアルオープンを果たし、平成7年（1995年）にはJR東日本さん
とのタイアップ展開などを進めていました。
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しかしながら、あの当時は、「これからもずーっとスキー客は増え続けるだろう」という前提で

動いていたため、今振り返れば少々過剰投資になってしまった側面は否めません。その後、

ブームの終焉とともに、経営的には非常に苦しい時期を長く過ごすことになりました。

佐々木専務） 

バブル期の投資とその後のデフレ期への対応は、全国共通の苦難の歴史ですね。そうした荒波を

乗り越えて、現在のライザワールドがあるわけですが、周囲の巨大スキー場（蔵王温泉スキー場

など）に対して、どのような差別化、ポジショニングを意識されてきたのですか。

平井会長） 

私たちのライザワールドは、どちらかと言えば「初級・中級クラス」や「ファミリー・お子様」が

一番安心して楽しめるコンパクトなスキー場､という位置づけを明確にしています。 

コースレイアウトとしては、上に2本、下に1本計3本のリフトという非常に分かりやすい構成です｡
「青い鳥コース」のように、斜度は急で上級者向けに見える場所もありますが、基本的にフラット

でうねりがないため、競技の滑降トレーニングなどにも使いやすい設計になっています。一方

で「カモシカコース」などは､初心者の方がボーゲンであっても、目の前に広がる朝日連峰の

絶景を楽しみながら、ずっと長く滑り降りてくることができます。

佐々木専務） 

なるほど、ライザの計算され尽くしたポジショニングがあるということですね。

そして最大の強みは「迷わない」ということです。広いスキー場では、一本コースを間違えると

全く違う場所に降りてしまい、家族とはぐれてしまうということがよくありますが、ライザ

ワールドのコースはどのように滑っても必ず1箇所のベース（レストラン）に集まるようになって
います。この安心感とスマートさが、地元の子供たちやファミリー層に選ばれ続けている理由です｡
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2. 「インバウンド急増」と「リフト下り線乗車」

佐々木専務） 

近年、ライザワールドでは冬のスキーヤーだけでなく、スキーをしない観光客、特に海外からの

インバウンド客が劇的に増えていると伺いました。そのきっかけは何だったのでしょうか。

平井会長） 

大きな転機となったのは、観光庁の「地域一体となった観光地の再生・高付加価値化事業」

などの補助事業を活用させていただき、リフトの安全バーやプラットフォームの改修を行った

ことです。  

これが何を意味するかというと、スキーを履かない一般のお客様がリフトで上まで登り、世界に

誇る「樹氷（じゅひょう）」を鑑賞した後、再び「リフトに乗って下りてこられる（下り線

乗車）」ようにしたということです。  

今までは、スキーヤーは当然滑って下りてきますが、スキーをしない観光客が上に行って樹氷を

見ようとすると、帰りはライザのレストランまで自力で雪道を歩いて下りてくるしかなかった｡

スノーシューをきっちり履く方や、体力のある健脚な方、あるいはアイゼンなどの本格的な

装備を持っている方でないと、とても冬のウェアだけでは行けない場所だったのです。
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一昨年（2024年）なども、台湾などの海外旅行エージェントが視察に来られたわけです。
彼らは「樹氷は見たいけれど、帰りはどうするの？」と聞く。私たちが「歩いて下ります。

あるいは4〜5人乗りのバギーもあります」と答えると、「団体客が何十人も来るのに、そんな
対応では無理だ」と言われ、インバウンドの受け入れはほぼゼロ、という状態がずっと続いて

いました。  

それが、リフトの往復利用ができるようになったことで、標高1,450メートル付近の樹氷原
まで、誰でも安全・快適にアクセスできるようになりました。  

昨シーズンは1月10日からこの樹氷鑑賞リフトの運行を始めたのですが、台湾のお客様を中心に､
一気に3,000〜3,300人ほどの方々に来ていただきました。それまでインバウンドがほぼゼロ
だった場所ですから、文字通り「ポンと増えた」形です。  

これに関連して、実は一昨年あたりから、山形市側の「蔵王ロープウェイ」周辺では、イン

バウンドの急増によるオーバーツーリズムが深刻な問題になっていました。海外のエージェント

からも「待ち時間が長すぎる」「行列でスキーヤーが乗れない」といったクレームが散々出て

いたのです。ロープウェイ会社さんも、いろいろと工夫をされていましたが、根本的な解消には

至っていなかった。  

そこに、私たち上山側のライザワールドが「待たずにリフトで樹氷が見られるルート」を提

示したことで、3,000名以上のお客様がこちらに流れ、蔵王エリア全体の混雑緩和という面
でも、非常に良い役割を果たすことができたと感じています。

3. 海外プロモーションとアジア圏における「スキーニーズの成熟」

佐々木専務） 

リフトを改修してすぐに3,000人以上のインバウンドを誘客できたというのは驚きです。台湾や
アジア圏に対して、どのようなプロモーションを展開されたのですか。

平井会長） 

山形県が主導する「世界の蔵王プロジェクト」のような組織とも連携し、私どもの担当者が

台湾やタイの旅行博に直接赴いてブースを出展しました。また、上山市の行政関係者にも一緒に

現地へ行ってもらいました。 

プロモーションの際、単に「リフトで登れますよ」と言うだけではなく、「冬の防寒着や長靴、

スノーブーツもすべて現地で完璧にレンタルを用意しています」という安心感をセットで

エージェントにアピールしたのです。これが非常に効きました。海外の観光客は普段雪の降ら

ない地域から来ますから、どんな服装で行けばいいのかが一番不安なのです。ライザワールドの

ベースにある管理棟で、綺麗なレンタルウェアや防寒具にさっと着替えてリフトに乗れる仕組み

を作ったことで、エージェント側も非常にツアーを組みやすくなったのだと思います。
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佐々木専務） 

アジア圏からのインバウンドの方々は、やはり樹氷を見るだけで、スキー自体はあまりされないの

ですか。

平井会長） 

昨シーズンに関して言えば、ライザワールドに来られた団体のインバウンド客の大半は樹氷鑑賞

目的で、スキーをなさらない方が多かったです。しかし、蔵王エリア全体を俯瞰すると、明らかに

潮目が変わってきています。 

5〜6年前であれば、台湾やタイのお客様は「雪を見て楽しむ」「樹氷の写真を撮る」だけでした
が、最近は「実際に滑る」層、つまりスキーやスノーボードのレッスンを受ける方が爆発的に

増えています。

佐々木専務） 

なるほど、アジア圏でもスノースポーツの市場が熟しつつあるわけですね。欧米豪等のスキーヤー

と、アジア系の観光客でニーズが完全に二分されているという認識が崩れてきているのですね。

今シーズンはさらに拡大を狙っており、すでに5月には台湾、10月にはタイでのプロモーションを
予定しています。また、山形市が台南市との交流を進めている縁もありますので、11月には
そこへのアプローチも含めて担当者を派遣しようと考えています。
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平井会長） 

まさにその通りです。今や蔵王の中には、台湾人の方が自らプロのインストラクター資格を

取得し、現地から台湾人のお客様を5人、8人と集めて自国語で教えている光景が当たり前の
ように見受けられます。

4. スキースクール（レッスン）の適正化と安全管理の課題

河野常務） 

外国人インストラクターの話が出ましたが、今、日本全国のスキー場で「もぐりのスキー

スクール」が横行し、安全性やライセンス、保険の有無を巡って非常に大きな問題になって

います。ライザワールドや蔵王エリアでは、この課題にどう対応されていますか。

平井会長） 

おっしゃる通り、一昨年までは蔵王でもいわ

ゆる「もぐり」に近い、勝手に教えてお金を

取るような業者が存在し、トラブルの種に

なっていました。しかし、これに対しては

索道協会や地元のスキー指導者協会が毅然と

した態度をとり、「ちゃんとした認定や登録､

そして万が一のための保険に加入していない

レッスンは絶対に認めない」というルールを

徹底しました。

河野常務） 

ますますインバウンドが増加する中、適切な対応は喫緊の課題ですね。

去年あたりからその効果が出てきて、現在はインストラクターがどういう資格を持っているか

を事前に登録してもらい、両協会が公式に承認した上でレッスンを行ってもらう形へ改善が

進んでいます。実際、昨シーズンも台湾のお客様の間で小さなアクシデントが発生しましたが､

事前に正規の登録と保険の確認ができていたため、非常にスムーズで適切な対応が取れました｡

経営者の考え方一つで、こうした住み分けや適正化はしっかりとできるのだと感じています｡
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佐々木専務） 

スノーリゾーツの大きな課題が「グリーンシーズンの稼働」です。ライザワールドは、夏の陸上

合宿などで非常に有名ですが、現在のホワイトシーズン（冬）とグリーンシーズンの売上比率は

どのようになっているのでしょうか。

平井会長） 

かつては冬だけのスキー場でしたが、現在の売上比率は「冬（ホワイト）55% 対 夏（グリーン） 

45%」にまでなっています。ほぼ、フィフティ・フィフティに近づきつつあります。 

この数字を支えている最大の原動力が、標高1,000メートルに位置する坊平高原の特性を活かした
「蔵王坊平アスリートヴィレッジ」です。ここは日本陸上競技連盟の公認ナショナルトレーニング

センター高地トレーニング拠点施設に認定されており、7月、8月は全国の実業団や大学、高校の
陸上部がこぞって合宿にやってきます。 

さらに、夏場のスポーツ合宿だけでなく、4月や5月には企業のコンサルタント会社や新入社員の
オリエンテーション合宿、各種研修などの誘致営業（セールス）を地道に行ってきました。

当初はグリーンシーズンの経営は本当に厳しかったのですが、今では完全に通年の経営基盤と

して機能しています。

5. グリーンシーズン（夏期）の躍進：売上比率「55対45」へ
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佐々木専務） 

夏場にそれだけの稼働があるのは素晴らしいですね。一般の観光客向けには、どのようなコン

テンツを提案されているのですか。

平井会長） 

私たちが今、夏場に最も力を入れたいと考えているのが、冬と同様の「トレッキング」や「自然

ツアー」です。実は、ライザワールドの上部（標高1,450メートル）から、蔵王の象徴である
火山湖「お釜」までは、標高差が300メートルもありません。健脚な方なら1時間半、少し
ゆっくり歩いても2時間足らずで、あの絶景のお釜まで歩いて行くことができるのです。天気の
良い日には、お釜の周りをトレッキングし、帰りがけには坊平平原から朝日連峰の雄姿、そして

そこに沈む、言葉にできないほど美しい夕日を堪能する。こんな素晴らしい体験ができます。 

また、「星空（天体観測）」も最高のコンテンツです。ライザワールドの敷地内にある「ウッディ

ロッジ」に宿泊していただき、夜間に車で少し上まで登れば、そこには満天の星空が広がって

います。こうした天体観測ツアーに加えて、山形出身の歌人・斎藤茂吉の歌碑（蔵王山頂の

熊野岳にある、本人が唯一設置を認めた歌碑）を巡る歴史ツアーなどを、夏場の新しい目玉と

して開発しています。

6. 索道設備の老朽化問題と人材・二次交通

佐々木専務） 

日本のスノーリゾート全体が直面している最も大きな構造的問題として、バブル期に整備した

リフト、ゴンドラが、一斉に大規模修繕やリニューアルの時期を迎えています。ライザワールド

では如何ですか。

平井会長） 

今、リフトを1本新しく掛け替えようとすれば、短い距離のものであっても3億〜4億円という
莫大な費用がかかります。民間のスキー場単体のキャッシュフローで、この投資を回収するのは

実質的に不可能です。私も行政に行くたびに訴えているのは、「索道（リフト）は単なる交通

（運輸）ではなく、地域を支える『観光施設』そのものである」ということです。コロナ禍の際、

ホテルの外壁や内装の高付加価値化には手厚い補助が出ましたが、リフトの単純更新や維持

補修にはなかなか補助が出なかった。ここを「地域の観光インフラ」として国や自治体がどう

支えるかの理屈（ロジック）を、業界全体で作っていかなければと考えます。
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河野常務） 

索道の維持には、電気や機械の専門知識を持った「人（技術者）」の確保も不可欠ですが、人材

不足への対応はいかがですか。

平井会長） 

人材の確保は本当に大変です。索道を動かすには専門知識が必要ですが、そんな都合の良い

人間はそう簡単に採用できません。  

そこで私どもは、ヤマコーグループという総合企業の強みを活かしています。スキー場単体で

通年雇用が難しければ、グループ内の他の事業部（バスや不動産、流通など）から、必要な

時期に人間を出向・ローテーションさせる形をとっています。いわゆる「マルチジョブ（多能工

化）」です。冬はスキー場のリフトやレストランを支え、夏はグループの交通インフラや別の

観光拠点を支える。こうした仕組みがないと、これからの地方のリゾートは「人手不足」だけで

潰れてしまうと思います。

7. 強みとしての山交バスのシャトルネットワーク

佐々木専務） 

地方のスキー場では駅、宿泊施設等からゲレンデまでの「二次交通」の重要性が指摘されて

いますが、その点、本業が交通事業者（山交バス）ですから、強力なアドバンテージがあると

思いますが。

平井会長） 

はい、そこは私たちの大きな強みです。平成5年のリニューアル当初から、上山市や地元の
温泉街（かみのやま温泉）、旅館協会と徹底的に話し合い、冬（ホワイト）と夏（グリーン）の

それぞれで、かみのやま温泉駅からライザワールドの駐車場までを結ぶ「無料シャトルバス」を

運行しています。 

これが非常に良い効果を生んでいまして、例えば夏場、観光客が蔵王温泉（山形市側）から

ロープウェイで登り、地蔵岳から熊野岳を縦走して、上山市側の「刈田（かった）峠」へ

降りてくる。そこから私どものシャトルバスに乗れば、そのままかみのやま温泉駅までスムーズ

に帰ることができるのです。 

最近では、国の補助金も活用しながら、観光協会が主体となって「上山温泉〜蔵王〜山寺」を

ダイレクトに結ぶ周遊バスの1日往復運行を試みるなど、スキー場単体ではなく「エリア全体を

結ぶ」二次交通の整備を実験的に進めています。
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8. 60年後の未来へ繋ぐ「生きている樹氷」の再生プロジェクト

佐々木専務） 

先ほどインバウンドが樹氷を見に大挙して押し寄せているというお話がありましたが、一方で、

地球温暖化や害虫による針葉樹の枯死等により、蔵王の樹氷が大きな危機にあるというニュースが

報道されています。実際の現場の状況はいかがなのでしょうか。

平井会長） 

山形市側の「地蔵尊（地蔵山頂）」付近は、現在、樹木自体が枯れる現象が深刻です。枯れた木の

上にも雪は付きますが、ベースとなる枝葉がないため、出来上がる樹氷が非常に小さくなって

しまっているのです。私が子供の頃に見た、標高1,400メートル付近からダイナミックに乱立して

いた「モンスター」と呼ばれた大樹氷に比べると、現在の地蔵付近のものは半分以下の大きさ

しかありません。 

幸いなことに、私どものある蔵王坊平（上山側）の標高1,400メートルから1,600メートル付近の
樹氷原は、まだ木が枯れていないのです。生きています。本物の、昔ながらの巨大な「ゴジラ」の

ような樹氷が、ライザワールドの背後にはしっかりと残っている。だからこそ、私たちはこの

「今も生きている本物の樹氷」を、もっと広く世界に発信していかなければならないという強い

使命感を持っています。

河野常務） 

木が生きて、本来の樹氷が残っているというのは素晴らしいですね。しかし、放置すればいずれ

上山側にも虫害や温暖化の波が押し寄せてくる危険性があります。これを守り、再生するために､

具体的にどのような取り組みをされてますか。

平井会長） 

数年前、山形県庁での勤務経験もあった今井さんが林野庁長官をされており、その縁もあって、

私から直接、嘆願書を書きました。蔵王の樹氷原は国定公園であり、特別保護地区ですから、

本来は民間はもちろん、誰も一切手を出すことができない場所なのです。それまでは全国の他の

地域（北海道や富士山麓、奈良・和歌山の吉野など）でも、森林の立ち枯れに対しては「経過観察」

をするだけで、国は何もしなかった。 

しかし、山形県が全国で初めて、人の手を入れて「樹氷を再生する」というプロジェクトを国に

認めさせ、スタートさせたのです。そして、これを認めてくれた今井長官の功績も誠に大きいと

思います。
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現在は、まだ虫に侵されていない中間層の生きているエリアから、アオモリトドマツの幼樹を

年間約60本ずつ移植する作業を3〜4年続けています。また、同時に種（タネ）を採取し、人工
的に育てる試みも行っています。現在、苗木がようやく10センチほどに育ちました。これが30
センチ程度になれば、毎年100本、200本単位でゲレンデや山形県内の山肌に植樹していくことが
できます。 

アオモリトドマツが一人前の樹氷のベースになるには、だいたい60年から65年という歳月が必要
です。30年ほど経てば、ようやく形が見えてくる。

河野常務） 

60年、まさに孫の代への投資ですね。

平井会長） 

そうです。これがもし「100年、150年かかる」と言われたら諦めていたかもしれませんが、
「60年」であれば、次の世代、次の次の世代の2代先には、必ず元の素晴らしい姿に戻すことが

できる。 

蔵王から樹氷がなくなったら、観光地としての価値は失われ、誰もここへは来なくなります。

私たちが生きているうちに、元の鬱蒼とした大樹氷原に戻るのを見ることは恐らく無理でしょう

が、地域の経済と雇用、そして何よりこの奇跡の自然を守るため、誰かが今、この種を植えて

おかなければならないのです。 

このプロジェクトの素晴らしいところは、民間主導ではなく、山形県の吉村知事がよく理解して

くださり、自ら本部長に就いていただいたことです。行政のトップがコミットすることで、知事が

変わっても、担当者が変わっても、10年、30年、50年とこの「樹氷再生プロジェクト」が継続
していく仕組みが出来上がっています。

9. 終わりに

佐々木専務） 

最後に、スノーリゾートへの思いについて、お聞かせいただければと思います。

平井会長） 

私たちが今、最も強く意識しなければならないのは、「ウィンターリゾート（冬だけのスキー場）」

という狭い定義から完全に脱却し、「オールシーズン・マウンテンリゾート（年中稼働する山）」

へと、自らのアイデンティティを再定義することです。
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残念ながら、気候変動による暖冬は現実に進んでいます。それをただ嘆くのではなく、冬の

売上が落ちても夏の陸上合宿やトレッキング、天体観測ツアーで利益を出し、年間トータルでの

キャッシュフローと地域スタッフの「通年雇用」を維持できる強い体質を作ること。これが、

これからの時代を生き抜くリゾート経営のポイントであり、このことによって、スノーリゾートも

持続可能になると考えています。 

また、インバウンドの受け入れや索道設備の老朽化といった大きな問題に対しても、自社だけで

抱え込まず、行政、地元の観光協会・旅館組合と対等なパートナーシップを結び、エリア全体

として対応を進めていくことが不可欠です。 

蔵王の樹氷再生がそうであるように、リゾート経営とは、単に目先のリフト券が何枚売れた

かを競う仕事ではありません。50年後、100年後の次の世代に、この日本の素晴らしい雪山と､
そこで暮らす人々の営みをどのような形で引き継いでいくかという、「地域のグランドデザイン」

を描くことそのものと思います。

佐々木専務） 

本日は、ポジショニングの確立、通年化、インバウンド対応、スキースクールの適正化、そして

60年先を見据えた環境再生まで、リゾート経営の本質に関わる極めて貴重なお話をありがとう
ございました。

ゲスト 

株式会社ヤマコー 代表取締役会長 ／ 蔵王ライザワールド 

平井 康博 氏 

インタビュアー 

一般社団法人 スノースポーツ＆リゾーツ協議会 

佐々木 克樹 専務理事、河野 博明 常務理事


